
第 21 回日本ＰＳＧ研究会関東・北海道支部例会	

開催日時	：令和 2 年 1 月 26 日（日）	午前 10 時 00 分～午後 4 時 00 分	 	

会				場	：東京工科大学蒲田キャンパス 医療保健学部専用棟（12号館 3階M310室）	
会				費	：	会員 1,000 円	 	 	 非会員 4,000 円	 	 	

～～～	 プログラム	 ～～～	

9:55～	 	 			オリエンテーション	 	 	 	

10:00～11:00	 教育講演	 「睡眠臨床における精神医学的視点」	

	 	 			 	 	 	 	講師：林田	 健一	先生（医療法人社団 SSC	スリープ・サポート	クリニック、院長）	

	

11:00～12:00	 教育講演	 「日本人の顎と睡眠呼吸障害の関係	

-重症小児 OSA の症例から考える-」	 	

	 	 			 			 	 	 	 	 	講師：古畑	 升 先生（古畑歯科医院、古畑いびき睡眠呼吸障害研究所、院長） 
	

12:00～12:10		休		憩	

12:10～13:00		昼		食		 (お弁当をご用意しています)	+	企業によるプレゼンテーション（７社）	

	 	 	 13:00～13:10		案		内		「日本 PSG 研究会の学会への移行について」	

	

13:10～13:50		技術講習	「携帯用装置の適切な使用法と判定法」	

講師：川名	 ふさ江 先生（順天堂大学大学院医学研究科 心血管睡眠呼吸医学講座） 
	

13:50～14:00		休		憩	

	

14:00～15:55		PSG 解析実習	「睡眠脳波と覚醒反応判定の基本」	 （M301 室へ移動）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 											 1～3 班	(難波	一義	先生、小林	美奈	先生、柴崎	佳奈	先生)	 	

	

14:00～15:55	 PSG 判読症例検討 		(M310 室)	
1)「CPAP 圧設定検査時に RBD 合併が判明した重症 OSA 症例」	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 睡眠総合ケアクリニック代々木	 	 	 	 武井	洋一郎	先生	

																2)	「小児重症睡眠呼吸障害における CPAP タイトレーションの 1 例」	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 東京医科大学病院中央検査部	 	 	 	 	 庄司	香津子	先生	

	 	 	 	 	 	 	 	 3)	「CPAP の使用継続状況と中断要因について」		

	 	 	 	 	 	 	 	 	 		 東邦大学医療センター大森病院	 	 	 			東谷	剛志	先生	

																4)	「睡眠中のこの動きは何？」	 	

日本大学附属板橋病院検査部	 	 	 	 		 	伊佐	浩紀	先生	

	 	 	 	 	 	 	 	 5)	「ノンレムパラソムニアを疑ったが複雑部分発作が示唆された PSG 症例」	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 国立精神・神経医療研究センター病院		木村	綾乃	先生	

15:55～16:00		閉	 会	

 

※	参加者には日本睡眠学会睡眠医療認定単位が２単位、発表者には更に１単位付与されます。 

※	全プログラム参加の希望者には CEC4.5credits を発行します。（2000 円） 

                 ～～～	 ～～～	 ～～～	 ～～～	

参加企業 （株）小池メディカル、チェスト（株）、帝人在宅医療（株）、フィリップス ジャパン株式会社、
フィッシャー&パイケルヘルスケア（株）、フクダライフテック横浜（株）、（株）MAGnet	   


